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かった（23% vs. 10%, p<0.01）。多くの症例において、左房内 D-dimer
値は体循環 D-dimer 値に比べて同等もしくは高値を示した。左房内
D-dimer 陽性群は左房内 D-dimer 陰性群に比べて有意に左房容積係
数が大きく（64.8 ± 16.5 mL/m2 vs. 53.9 ± 13.3 mL/m2, p<0.01）、左





子であることが示された（odds ratio 2.245, 95% confidence interval 
1.194−4.626, P = 0.0112）。 
 
結論 
	 発作性心房細動患者において、体循環よりも左房内で D-dimer 陽
性率が高かった。左房容積係数の拡大は、左房内 D-dimer 陽性を予
測する独立した因子であった。	  
